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治、芸術、結婚、住宅、市場、資本主義 メデ  
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解を深める必要があるのである。   
2、階級   
















































体として固定した階級が存在するのではなく、   






































































育資格を必要とすることからも影響を受ける。（6）   
















2－6、子供と階級   
家庭のしつけや学校教育は、子供に対して、  
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られるのである。   
下層中流階級の子供は、教養階級の子供にと  







































3、文化資本   
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る、（15）と学校資本の有効性を述べている。   
4、ハビトウス   












































持っている。   
教師の日常生活において、職務等の役割行動  
が定型化され、慣習化されるとコード化された  
－9【   























4－5、自己分裂のハビトウス   
ブルデューは、自己の学校に対する両義的視  
点について、生育過程における自己分裂的なハ  









のこもった優しさ」を経験した。   
こうした、相反する経験は、分裂のハビトウ  



















































ることが起因している。   
5、教育的営為   

























































ュラムの下で教え込むことである。   
国家と学校との関係は、指導助言行政の関係  
であるが、法律・基準・通達・調査など、様々  
一11－   




















































て教育機会の相違をもたらすことになる。（24）   
6、教師   
















































示的教育方法）」と定型化され 形式化され  
系統的に教えられる教え込みによる方法「（明  















































ものに過ぎない。クラスの教育について、教師   
【13－  












とが必要である。（27）   
7、大学   






















































































み」である。   
また、大学界は学生を社会人として各界へと  
輩出しており、社会における権力構造に人材補  















































る。   
また、大学に対する在学状況や期待内容は、   
－15一  


























































































































状況に反するものである。大学を活動の「場」   
7－4、大学教師と学生間のコミュニケーション  


























































とする大学教員の危機でもある。（34）   
臥 新しい教育社全学のために   































8－2、青年期の変容   
都市と農村の間で、教育システムが青年を都  
市へと引き寄せ、伝統的価値の担い手を失った  




















































































（1）ピエール・ブルデュー 藤本一勇、加藤晴久訳   
（2003）『政治一政治学から『政治界』の科学  
【19【   
ピエール・ブルデュー 教育社会学論（天沼英雄）  
（15）ピエール・ブルデュー 田原音和監訳（2001）  
『社会学の社会学』藤原書店、309頁。  
（16）ピエール・ブルデュー 加藤晴久訳（2009）『パ  




（19）ピエール・ブルデュー 原山哲訳（2004）『資本  
主義のハビトウス＋ アルジェリアの矛盾』  
藤原書店、60頁、92頁、107頁、128頁、155  
頁。  
（20）ピエール・ブルデュー 加藤晴久訳（2011）『自  
己批判』藤原書店、133～158頁。  
（21）ピエール・ブルデュー 桜井陽一訳（2000）『メ  
ディア批判』シリーズ〈社会批判〉藤原書店、   
118～119頁。  
（22）M．B．カッツ 藤田英典、早川操、伊藤彰括訳  
『前掲書』255頁。  
（23）ピエール・ブルデュー 安田尚訳「国家精神の  
担い手たち 官僚界の成立と構造」加藤晴久、  
石井洋二郎、三浦信孝、安田尚訳（2007）『前掲』   
129～172頁。  
（24）ピエール・ブルデュー 宮島喬訳（1991）『再生  
産〔教育・社会・文化〕』藤原書店、165頁、   
177頁186～187頁、201頁。  
（25）同上書、18′－158頁。  
（26）ピエール・ブルデュー 田原音和監訳（2001）  
『前掲書』127～139頁。  
（27）ピエール・ブルデュー ロイック・J・D・ヴ  




（28）ピエール・ブルデュー 石崎晴久訳（1991）『構  
造と実践柵  ブルデュー自身によるブルデ  
ューー 』藤原書店、150～151頁。  




（30）ピエール・ブルデュー 他 安田尚訳（1994）  
『教師と学生のコミュニケーション』藤原書  
店、12／）15頁、43頁、139′）140貞。   
へ』藤原書店、96頁、137／）138頁。  




（3）ピエール・ブルデュー 山田悦夫、渡辺純子訳   
（2006）『住宅市場の社会経済学』藤原書店、48  
～49頁、52頁。  




ほか L．ヴアンカン編 水島和則訳（2009）『国  
家の神秘－ ブルデューと民主主義の政治』  
藤原書店、196頁，204頁、207頁。  
（6）ピエール・ブルデュー 石崎晴久訳（1991）『構  
造と実践 －  ブルデュー自身によるブル  
デュー』藤原書店、74′－75頁。  
（7）M．B．カッツ 藤田英典、早川操、伊藤彰浩訳   
（1989）『階級・官僚制と学校 アメリカ教育  
社会史入門』有信堂高文社、169～170頁。  
（8）PierreBourdieu1974，‘The Schoolas a  
COnSerVative force：SCholastic and cul－  
turalineqalities′‘inJohn Eggleston（ed），  
Contemporary Researchin the Sociology  





（11）ピエール・ブルデュー 石井洋二郎訳（1989）  
『ディスタンクシオン ［社会的判断力批判］．   
Ⅰ』新評論、137～138頁、180頁、184～185  
頁。  




（13）ピエール・ブルデュー 石井洋二郎訳（1995）  
『芸術の規則Ⅰ』藤原書店、234～235頁。  





（31）橋本健二（2007）『新しい階級社会 新しい階級  
闘争 「格差」ですまされない現実』光文社，  
52～54頁。  




（33）ピエール・ブルデュー 他 安田尚（1994）『前  
掲書』12～43頁、60～66頁。  
（34）ピエール・ブルデュー 桑田碍彰訳（2000）『ハ  
イデガーの政治存在論』藤原書店、31～34頁，  
78～79頁、148頁。  
（35）ピエール・ブルデュー 石井洋二郎訳（1996）  
『芸術の規則 Ⅱ』藤原書店、16頁、245～249  
頁。  
（36）ピエール・ブルデュー 丸山茂、小島宏、須田  
文明訳（2007）『結婚戦略 家族と階級の再生  
産』藤原書店，273～275頁、256～257頁。  
（37）ピエール・ブルデューJ．C．パスロン 石井  
洋二郎訳（1997）『前掲書』123～139頁。  
ー21－   
